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「しんかい2000 」による沖縄県

慶良間諸島南方海域の潜航調査

木村政昭*1　 本永文彦*2　 嘉川郁朗*1

1988 年９月G  H, 「しんかい2000 」の第362 潜航が実施された。澗査淘喊は神

祠本島の南西的100 ㎞｡ 水深約100 m の海底である。ここはヶラマギ。。プ（咬良

間･禹裂）と袮されていて。琉球弧の水没している郎分と考えられている所である。

本潜航|こより，潛水域で基留岩が広ｉ 團|こ・ 出しているのが認められた。堽瞿物は

砂賀で，局所的|こ比較的厚く堆瞿している所及び基慥上を陋くｌ つている所とがあ

る。綛宕は琉璋石灰岩と思わ礼 海岸の剽:1倔 の授食地形のような不双日11な外観を

呈している。梅岸地形か堆積物|こ酸躙されない程度|く釿1.い時刈iC，急速|こ盾底源

く沈んだ･ことを示唆廴ている。これは従来より推定されていた，大独とつながる最

後の陸橋の沈水を示している可能性がある。

Diving  Survey South  of Kerama  Islands by (he Submersible

"SHINKAI  2000"

Masaakt KIMURA**,  Pumiliiko MOTONAGA  *a and Ikurou YOSHIKAWA*5

Dive  362  by  the  submersible  "SHINKAI  2000"  was  tarried in  die

Kerama  Gap  southwest  off  Okinswajima  in 6  September  1983  It lias been

thought  that  a  part  of  the Ryukyu  Arc  was  submerged  in the Kerama  Gap.

As  the  result of  tlus dive, gravels arid exposed  rocky  basement  were  widely

recognised  at  the  surface  of  the  scafloor.  There  existed  some  sediment

pockets  which  were  almost  composed  of  sand.  The  rocky  basement  is

regarded  as  Pleistocene  Ryukyu  Limestone  based  upon  the  complicated

irregular  surface of outcrops  which  is similar to rocky  of Ryukyu  Limestones.

Tins  evidence  suggests  that  the  ancient  beach  had  been  rapidly submerged

before  it  was  covered  with  thick  sediments.  This  assumption  strongly

supports  the  already  proposed  idea  that there  exists a part of  the  sunken

Pleistocene  tand-bridge  connecting  to the  continent  of  Asia  in the  Ketama

Gap.
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1. はじめに

1988 年９月６日に「しんかい2000 」の第362

楢航が実施された。調査の主目的は深海性魚填の

分布と生物生態 及び海底環境の詢査であったが，

本潜航において海底地質についての興味深い観察

が行えた。

潜水興査海域は。沖縄本島の陶西約100kl ，25 °

49.4'N,  127 °10.3'E の廊 域で， 水深700m

の海嶺上のゆるやかな斜而から頚部にかけてであ

る。 本域は沖縄トラフの東緑Sこあたる琉球弧の海

底部分（琉球海伽）に属しており， 謖良問緒脇の

南方に位置している。ここは海底を樸切る慶良問

海裂（ケラマギ ャップ）の東側の端である（加藤

ほか，1982 ，大島ほか, 1988)  ( 図１）。

本潜航|とより．海嶺上で基盤岩が広範|こ露出し

ているのが認め られ， それらは琉球石灰岩と推定

された．これは．琉l求列島と中国大陸を結ぷ陸橋

がそのまま梅底藤く沈んだ証拠であるかもしれな

いので，ここ|こ報告する．

2. 資料および解析手噸

使用ｎ 料は，「しんかい2000 」|こより搬彫さ

れたビデ オテープ，スチ ール写莫，ｓＴＤデータ，

ボイスレコーダー交話記録.5000 分の 】の航跡

図， および海底地形図 等である．

「しんかい2000 」のビデオ装置では撮像をｕ

マチック方式lcよって収録，・ 存している．今回

はそれをベーダ力式にダビングし．解析Ｒ:使川し

た． 映像記録の詳細|な観察および 音声ｉ!録の検討．

それに加えて「しんかい2000 」が装 備してい る

船外ステレオカメラにより撮彰さ れた多数の スチ

ール写rl も．解析資料に使JI］した．ビデオi･1111fii上

の衣示とｓＴＤデータから水探の変化をｊ分～５

分問隅で求め，航跡上にプロットして水深表示を

行なった．闘時lc 両面上|こ認められる梅底の状況

を細かく記録し，航跡上|こ図示および記載してル

ートマップを作製した．記･覿は主として海底1111の

特徴の詳しい観察で， 堆励物の多少（誠司暖），

粒度（砂～礫）， 露岩の形状（平坦～起伏）． 心

裂・断肘 【方111】・落麗）， 生物群集のfl’無，種顛．

広がり等を剥べた．ルートマップ|こ従い航跡に沿

って地形・底啻を断面図 （図 ３）|こ表示した．|闖

２の地図は海上保安庁水路部（19?8 ）1こよる．

3. 潜航紀録

第362 潜航

潸 航LI : ll旧･|］63年 ９ｊ］２凵

潜航地点:lj 西諸鳥沖縄南丙ｃ海域

25°49. 4'  N

j27 °10. 3'E

オブザーバー：本永文彦

濳水船船長　 冂11代 省I･:･ﾓ

潜航tて　　　：鈴木暦‥

ス４マー　　：橋本菊夫． 小介　4H

潜耽|則始時 匆|： 】】時 】6分

浮11時問　　:15 時52 分

渦1,‘11!illl¶　　:4  M136 分



航跡を闘２に示す。 本域は，ＮＥ－ｓｗ方|咄ご

伸びる琉球海嶺の背部にあたるところで，海嶺を

横切る凹地により深くなる部位である。 本潜航で

は，この海域の背邸をJI二向きに約j500 ml てわ た

-lて航行した。稽底から100｛｝田地点 【14: 】o）

辺りまでは， 水深710m ～720m の幅でゆるやか

に上’卜するほぽ平坦な海底上を航行した。む底か

ら約1070m の地点14 ＝53）|こ， 落差約】ｏｍのほ

ぽ垂直な謝が出現。鹵落ちで，方向はN  E-  SW 。

哩を登りつめるとふたたぴ ゆるや かに上下する平

川に出る。庇lijは爲 岩基盤で。平ii な削 れ|･lが多

数現われている。人部分北落ちで，落差は数10cl

jg4内。方|;j】はNNW-SSE 。これらは海嶺を川

切りに切る・ 断 層と思われる。航走終r 地点は，

航走ljl始地点から約 】500 m （j5:23 ）.ltjごした

ところで。水深690 m の地1.11であった。

4. 地形および底質・生物観察

図３に第362 潜航のルートマップ 及び断面図を

示 す。ケラマギャップのこの海域は琉球海嶺の背

部に相当する。航行距離はごく短いにもかかわら

ず，かなり変化に畜んだ景観が観察された。着底

点の底質は砂質。航走開始して前進すると，とも

に基盤か一部出現した。一見，海岸のビーチロッ

クのようである。さらに前進するとふたたび堆積

物が徐々に増えて。マリンスノーと思われる微細

な堆積物に加えて，砂贊の堆積物が厚く現われて

く る。ところどころにくっきりとカレントマーク

を呈している（写真1- ｛al｝。 また，かなり大き

な砂丘状の地形が認められた。 バルハン型砂丘に

よく似ている（写真1- （bl）。

前進するにつれて堆積物は減少してくる。 ふた

たび露岩が現われ，堆積物は底面のくぼみに取り

残された格好で認められる。露岩は起伏の激しい

不規則な底面で，海岸の潮間帯に良く似ている。

ポットホ ール状の地形が認められる｛写真２刋ａ｝

｛b｝）。 塵の直前付近まで来ると。堆積物はほとん

どなく，剥き出しの平坦な瑟盤面の底面が観察さ

れた。見たかぎりにおいては，露岩はかなり堅そ

うで石化作用が進んでいるように見える。ビーチ

ロック状岩石はそのかぎりではない。ただし，両

方ともその 上に磁性サンゴが発達している様子は

見あたらない。解釈として，浸食を受けた露出面

が急速に沈んだという印 象が得られた。

落差約１０ｍの崖は断層崖と凪われ，方向NE-

ＳＷ，島皿の方向にほぽ沿っており，南落ちであ

る。さらに，石灰岩中のフィッシャーに似た開L］

性の割れ目と，それに斜 交する鳥弧を胴切りにす

ると思われる正断層群が発達している。これらは

堆積物に埋まってはおらず，いかにも新しく 見え

る（写真３）。

露岩は，これまでのところ付近のサンプリング

の結果及び音波探査記録の解析があり，加えて今

回の潜航調 査における観察結果から，琉球石灰岩

と判断された。

なお生物観察については。 ムツ，キンメダイ等

の深海性底魚資源として重要な魚種は認められな

かった。ただし。観察個体散は多くはなかったが，

深海サメ駁やエイ類，小型魚類（カサゴ等） が認

められた。潜水中多く観察できたのは小型エビ類
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図 ３　 猖362 潜 航 ル ー ト マ･ 。ブ お よ び 断ij 図

Fiff.3 Route ｍａｐ ａｎｄ cross section in Ｄｉｖｅ ３６２.
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であり，アカモンミノエピ，ジンケンヱピの２種

か観察された。フカモンミノエピは砂質底。 ジン

ケンエピはｓ 岩底で破察され，底質|こよる分布の

違いが示唆された｡

5. 考　　 察

写真４は，1988 年】0月８日|こ糸満 市名城の海

岸で撮彰された潮間帯の情景である。凹凸の激し

い露岩は，第1’q紀以降に形成されたいわゆる琉球

石灰岩である。写貞2-(a) および;blsこ示す海底写

ｎ は本潜航（第362 ）で撮彫されたものであるが。

写114 4 と見かけ上非常に良く似ている。写頁４の

海岸は沖縄本鳥南部にあり。そこから南西約100

㎞の海峨が琳航地点である。この類似性から，潜

航域の琉球石灰岩は。堆積後|と海岸付近で浸食を

受けた可能性 が示唆される。したがって本潜航域

では。琉球石灰岩およびそれを一部埋碵するビー

チロックの而岸線が沈水しているとの判断が得ら

れる。加えて，海底上|と堆積物がほとんど Ｍられ

ないことから，以 下のように推定される。 もし，

この海底が艮い地貿時代|こわた・て水!fli下にある

と すると，そこに堆積物が何もたまらないとは略

えられない。したがって。それらの海岸地形は堆

拈物に絃枚されない程度|こ新しい時期|こ:｡サンゴ

剛1が允達するIsIIもないようなスピードで急速に沈

ドしたと推定される。この沈降は。硫球海節を胴

切りに切る断鈩1運動によってall逵された結果であ

ると思われる（町!11 3 ）。

これまでに，ri波探111データなどにより，硫球

弧と人陸を結ぷ，かつて 存在したと推定される陸

橋の分布が示されている（本村，1985 ）。本琳航

域はその一部にあたっている（側 ４）。このこと

から｡本潜航で,沈水した陸橋が観察された可能性

がほいだせる。沈降の時期は非常1こ新しいと ろ’え

られ，人陸とつながる陸橘が約30 万年前に隆起

（陸化）して，１万年以|印こ枕んだとする仮,罠

（木村，19 叨 ）と矛研しないようにみえ る。

今後の検証が重要と思われる。

6. まとめと今後の問題点

川 生物資源としての介川魚龝はほとんど観察さ

れなかｰ)た。

121 疏球弧の海底延長部分である琉球海ｌ 上の水

深約700m 付近で，ごく最近第凹紀琉球石灰岩

の海岸が沈水したと恕われる状況が観察された。

g31　本潜航では。梅底の 岩石資料が得られていな

い。 今後，潜水調政によりそれを採取して年代

潘|定をliえば。人陸とつながる琉球弧最後の陸

橋の 水投年代が判呷け るであろう。
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写良l　la 〕 航 跡南端Ｋ認められたe11 忠 とカレ ントマーク。位ａは 遡３．

鬮 砂貲の リ７ ジ， バル･ヽン型砂丘IC 酷 似。 位置は図3.

Ｐｈｏtｏ.｜!a 】Sandy ｓｅａｎＱｏr l･nd ｃｕrl･e111－lllaｒk at t  lie southern part of the track line.
Location i ｓ shown ｉｎ Ｆｉｇ.3.

<b) Sandy ridge IS similar t ｏ the B  arch  an tyｐｅ ｏｆ dune. Location IS shown

in Fig.  3.

写 貞 ２　 回11｣]1111 が 多 い 岩 盤 の 戚 出111j。1‘| く み え る 砂 貿 雌 啗 物 が ポ ケ ッ ト 狄 に く はIみ を 岬 め てい る 。

水 深7151n 。 位 置 は 図 ３ に 小 さ れ てい る 。

圈Ca 】の Ｓ 分| 広人 。 町 貞 中 央 右1こ ポ ット ホ ー･ レjｑ;1 く 似 た 径30 こ・ ほ ど旬 円 形 の くば みか あ る｡。

p11010.2 Cal Thc ir ｒｃｇｕlal･ surface ｏｆ the ｒｏｃｋy outcrop.  While colored sand IS

ril!1ng hollows. Ｔｈｃ ｄｅ!jtll iｓ 71joal 以11he local  ion IS ｓhown ill i ゛ig.3.

Cb 】 ＣＩｏｓ,! I:p Qf plate 2 {ill.Thel･ ｅ ｃｘlｓtｓ 21 Lln'ｃu}ａrdcl]r ｃsｓ10,1 1,1 I  lie ri^hi

siu｡ ，〕f 1!le cell!el･ in tlli ｓ pictui･ ｅ. It IS similai･ to pol 1101e.
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写貞３　 琉球石灰岩と思われる平坦な霧岩而。北

西･ 南 東方向|こ２本の断層が発辻してい

る。 これらは 海嶺柚と斜交!j-る い わゆる

胴 切り性の正断層と思われる。水深695

m 。 位 置は図３に示される。

photo.  3  The flat rocky basement ｒｅｇａｒ-

dcd as the Ｒｙｕkｙｕ I.imesone.

Ｔｈｅｒｅ ａｒｅ tｗｏ faults trending

ｉｎ ｌｈｅ NW ―SE direction.  They

are  regarded aS crossing the St-

ｒike of lhe submarine ridge.The

depth 15 695m.1. ０ｃａtioni £ｓｈｏｗｎ

in Ｆｉｇ.3.

写 良 ４　 沖鞫本島南 部の第四紀驟球石灰岩の碍出

1'る 両岸地形。凹凸の激しい露面が琉球

石灰岩。 これと写 真２の情景が酷似する

photo.  4 Ther ｏｃｋｙ shore cropping ｏｕａ】le

Q ｕａtｅｒｎａｒｙ Ｒy ｕkyｕ Limestone

ｉｎ Ｕ】ｅ ｓｏｕﾋheｒｎ Okinawa)  ima.

The il･「cg"ular  rocky ｓuｒｆａｃｅ １５

characterise  ic in lhe RyukyuLi-

mestone.This IS ｖｅｒｙ ｓimila ｒ lo

that of the site in Plate 2.
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